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土地家屋調査士倫理綱領

１．使　命
　　不動産に係る権利の明確化を期し、
　　　　　　　　国民の信頼に応える。
２．公　正
　　品位を保持し、公正な立場で
　　　　　　　　誠実に業務を行う。
３．研　鑽
　　専門分野の知識と技術の向上を図る。

表紙の写真

雲　海

　撮影場所：福知山市大江山、鬼獄稲荷神社前より撮影。

　撮影日時：平成19年11月17日　午前６時10分頃

　雲海は放射冷却により霧が発生する自然現象です。季節は春または秋で、

気温が下がり冷え込んだ翌朝が無風で快晴の時に発生します。
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新年のご挨拶

京都土地家屋調査士会会長　安　井　和　男　

　京都会会員の皆様、新年明けましておめでとうご

ざいます。

　旧年中のご厚情とご協力に感謝を申し上げますと

共に、本年も昨年と同様宜しくお願い申し上げま

す。

　去る平成19年３月、陽光も麗らかな日、京町家風

の新調査士会館が装い新たに誕生致しました。

　３月28日には、新会館竣工とＡＤＲセンター設立

を記念し、京都府内は下より全国各地から大変多く

の関係者に御来臨を賜り、盛大に式典を開催する事

が出来、滞りなくスタートを切る事が出来ました。

この事は、偏に会員の皆様方の御理解と関係各位の

御協力の賜と大変感謝を致しております。

　心から熱く御礼を申し上げます。

　本年、新調査士会館が初めてのお正月を迎えまし

た。会館の持ち味である景観的・機能的・効率的・

社会的要素をもって、今年も調査士制度の発展、京

都会の発展、そして会員の皆様のご発展に寄与して

くれるものと信じて止みません。

さて、年度も残すところ３ヶ月となってまいりまし

た。本年度中に処置しなければならない事、若しく

は次年度総会までにある程度の形を整えねばならな

いことを優先して、進めて参りたいと考えておりま

す。

　主な喫緊の課題として下記の事に取り組んで行か

ねばなりません。

①　ＤＩＤ地区における街区基準点を使用しての地

積測量図の作成（規則77条）

　　４月１日以降使用しない場合は却下対象になり

ますので早急に対応して下さい。今後の地積測量

図は、すべて世界測地系座標で記載されている事

を強く望みます。

　　本会も包括使用承認取得の完全化に全力を挙げ

て参ります。

②　調査報告書の完全使用（規則93条）

　　調査士会の要請で条文に盛り込まれました。私

達調査士の調査報告書であります事を強く認識頂

き、京都会全員完全実施に御理解をお願い致しま

す。

③　オンライン申請普及推進

　　ＩＣカードの発行実績が、現在全国会員18000

名中6700名に止まっております。会員の皆様の手

元に申し込み用紙が届いていると思いますので、

早急に返信申し込みをお願い致します。

　　又、政府は2010年までにオンライン申請50㌫の

実施目標を掲げております。現在、乙号事件はそ

こそこ普及して参りましたが、甲号事件に関して

の申請率は0.02㌫に低迷しており、喫緊の普及推
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進を余儀なくされており、日調連や近ブロそして

京都会でも普及推進ＰＴを立ち上げたところであ

り、今後、会員の皆様の御理解、御協力をお願い

して参りますので宜しくお願い致します。

④　土地家屋調査士倫理規範の宣明

　　人として、調査士として、社会規範である善と

正を基準として、歩むべき道、それは品位に優

れ、秩序が保たれ、社会常識に背かないことでは

ないかと思います。

　　今、日調連で倫理規範の素案を策定致してお

り、今後全会員へパブコメを求めて参ります。

　　調査士の倫理は弁護士会の倫理でもなく、司法

書士会の倫理でもない。私達の常識で作りあげた

倫理規範でなくてはなりません。みんなで作り上

げよう調査士会倫理規範、多数の御意見をお待ち

しております。

⑤　ＡＤＲ特別研修・測量研修・法学研修への参加

　　第３回特別研修は今年３月までに実施されま

す。京都会では現在４０名が考査合格となり、認

定調査士が誕生致しております。まだ受講されて

ない会員の方々には是非共、次回第４回特別研修

を受講頂きたくお誘い申し上げます。

　　又、測量研修や法学研修は調査士業務を行う上

で大変勉強になります。一人でも多くの会員の皆

様の参加を期待致しております。

⑥　京都境界問題解決支援センター認証取得に向け

て

　　昨年４月３日に京都境界問題解決支援センター

を立ち上げ、６月には認定調査士が弁護士と協働

して代理権を行使出来るセンターとしての調査士

法に掲げる指定を受けました。

　　10月の理事会においては、本年４月に施行され

ましたＡＤＲ法における認証を受ける決議を執っ

たところであります。

　　京都府民に『安心と安全』を提供出来るセン

ターとして、必ず認証は受けなければならないと

執行部全員がその意識を共有致しております。し

かし、現在の役員のみがその必要性を認識してい

ても、組織役員には必ず変更があります。役員に

変更が生じても、社会に対して責任が持てる組織

の継続を図って行かねばなりません。

　　したがいまして、京都会会員全員にその認識を

共有して頂く為に、次年度度総会等においてしっ

かりと説明を行い、御理解が得られるよう執行部

一丸となって、全力で事に当たって参りたいと

思っておりますので、ご支援、ご協力を宜しくお

願い致します。

　組織として取り組み、組織として成功、発展させ

る事は、出来る、出来ない。する、しない。した

い、したくない。の論理であっては組織としての勝

利には到底至ることは出来ません。前進・成功させ

る事を大前提として、年齢の大小や経験の深浅に係

わらず、調査士として、京都会会員として、全員平

等の立場で研鑽、努力を惜しまず立ち向かって行っ

て頂きますようお願いをいたします。

　結びに当たり平成２０年が京都土地家屋調査士会

にとって、会員の皆様方にとって佳き年であります

ことを祈念申し上げ挨拶とさせて頂きます。
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新年のごあいさつ

京都地方法務局長　狛　　　信　雄　

　新年あけましておめでとうございます。

　京都土地家屋調査士会の会員の皆様には，お元気

で平成20年の新春をお迎えのこととお喜び申し上げ

ます。

　平素から，貴会と会員の皆様には，当局の登記行

政に対する格別の御支援，御協力を賜り，厚く御礼

申し上げます。また，平成18年度に京都市北区紫野

地区内において，不動産登記法第14条第１項地図作

成作業を行い，皆様方の御協力により，昨年３月に

その作業を完了することができました。ここに改め

て御礼申し上げます。

　さて，現在の表示登記事務に関する最重要課題

は，登記所備付地図の整備であります。これについ

ては，従来から，登記所備付地図作成作業及び地図

混乱地域対策作業等の各種施策を実施しているとこ

ろでありますが，平成15年６月には，内閣に設置さ

れた都市再生本部において「民活と各省連携による

地籍整備の推進（平成地籍整備）」の方針が示さ

れ，さらには骨太の方針でも「都市部における地籍

整備を推進する。」とされる等，登記所備付地図の

整備を図ることの重要性が広く認識されるように

なってきています。

　ところで，平成17年３月７日から新不動産登記法

が施行され，整備が行われた不動産登記規則の第77

条第１項第７号には，地積測量図に表示する土地の

筆界点には，原則として，基本三角点等に基づいて

測量された成果である座標値を記録すべき旨が定め

られました。この規定に従い作成され提出された地

積測量図には，従来の役割に加え，これまで以上に

筆界の特定機能が強化され，正確な測量の前提であ

る筆界点の筆界確認自体の明確化が図られることに

なります。

　平成地籍整備の方針に基づき「都市再生街区基本

調査」が実施され，この成果を活用することによ

り，地図に準ずる図面が高度化されるのみならず，

新たに提出される地積測量図を当該図面に反映させ

ることにより，国土調査法に基づく地籍調査の推進

が期待されることとなりました。また，市町村によ

る地籍調査の実施が困難な地域については，登記官

が補完調査を実施するなどして，法第14条第１項地

図とすることも可能となり，平成地籍整備の完遂に

寄与することが期待されています。

　そのため，登記所においては「都市再生街区基本

調査」により整備された「街区基準点」の成果を備

え付け，それを公開することとされ，分筆登記等の

申請に伴い提供される地積測量図を作成するための

調査及び測量をする際には，原則として，街区基準

点の成果を利用しなければならないものとされまし
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た。

　この街区基準点の活用は，平成地籍整備の根幹で

あり，その具体的な運用方法等については，皆様の

意見をお聞かせいただきながら早期に決定し，その

運用を開始していきたいと考えていますので，国民

の地図行政及び表示登記制度に対する期待にこたえ

るため，貴会並びに会員の皆様の御理解と御協力を

お願いいたします。

　新不動産登記法に基づく運用も，３年目を迎えま

した。新法により，電子政府の実現に向けたオンラ

イン申請手続の導入及び電磁的記録に記載された地

図等に関する規定を創設し，地図の電子化について

も制度的に可能となりました。同時に，皆様の職責

に大きく関わる改正として，不動産登記規則第93条

後段で，資格者代理人が作成した調査に係る情報に

より，登記官は実地調査を実施しないことができる

旨が規定されました。また，平成18年１月20日から

は筆界特定制度がスタートし，貴会及び会員の皆様

との連携が一層重要となってきています。

　私どもは，この新法を遵守し，その精神に則って

運用し，オンライン申請の推進を図りつつ，適正で

迅速な処理を進めていくことが肝要であると考えて

います。登記制度の本質である不動産の状況と権利

関係の正確な公示という要請を満たし，登記制度に

対する国民の信頼を確保するため，全職員が心を一

つにして諸施策に取り組んでいく所存でありますの

で，今後ともどうかよろしくお願い申し上げます。

　結びに当たり，本年が京都土地家屋調査士会にと

りまして，実り多い弥栄の年となりますとともに，

会員の皆様の御健勝と御発展を祈念いたしまして，

新年のごあいさつとします。
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ご　挨　拶

社団法人京都公共嘱託登記土地家屋調査士協会　理事長　渡　邉　正　平　

　新年明けましておめでとう御座います。
　先生方にはご家族お揃いで健やかな新年をお迎え
の事と拝察し心よりお祝い申し上げます。
　日頃は、社団法人京都公共嘱託登記土地家屋調査
士協会（以下 協会）の活動に際し深いご理解とご
協力を頂いております事に改めまして敬意と共に厚
く御礼申し上げる次第であります。
　さて、先生方もご認識の通り、我々土地家屋調査
士を取り巻く環境は近年誠に厳しいものがあり、年
が変わってもその傾向は益々顕著になっていく傾向
にあります。
　とりわけ当協会に於きましては、多くの諸官庁か
らの業務発注形態が従来の随意契約から入札へと移
行してきた事は、大変大きな問題であります。
　国の方針とはいえ、如何なる業種、業務も一律｢
公正である、透明である、そして競争がある｣事を
事由に価格のみで評価される事への疑念が残ります
が、現実と協会運営を考えた時、誠に複雑な状況で
あります。
　この問題は、単なる協会だけの問題ではなく、対
応を誤まれば誓い将来の調査士制度そのものへの波
及に繋がりかねないと思っております。
　調査士業務の多くの部分は委託業務であり、如何
なる能力、努力をもってしても解決、処理に至らな
い場合が生じることもご認識の通りであります。
　目的が同じ事件でも各々その背景が違い、少なか
らず調査士のみでは処理できない他力的な要素が多
くあります。
　私はこの事が、調査士業務は入札に馴染まないと
言える根源であると考えております。
　今、確かに時代は諸官庁の業務発注形態が、業種
及び業務内容を問わず一律に価格競争を前提とした
入札制度への移行が進んでおり、従来の信頼と実績
に裏打ちされた随意契約による受託形態は日々を追
う事に影薄くなっていく現状ではございますが、そ

の中で協会としては運営上、現状を甘んじて受け入
れていかねばならないという現実と同時に、調査士
制度そのものを、より一段とご理解を頂く更なる啓
蒙努力と共に、全社員一丸となって信頼頂ける業務
処理能力の向上に努めなければならないと考えてお
ります。
　私事で誠に恐縮ではありますが、調査士として活
動を開始した30年程前には色んな意味で｢調査士業｣
に対する魅力と将来への夢を抱いたものでありま
す。
　もし今から開業した場合に、当時と同じ思いを抱
けるかと自問自答した場合、残念乍ら答えは
「ＮＯ」であります。
　勿論、現在と当時では社会状況が大きく相違する
状況の中で同じ物差しでは計れないことは百も承知
しております。
　そこでふと考えることは、昨今の厳しい調査士業
界を包む状況は、全て社会情勢にあると諦めの境地
で私達は自らが納得していないかと思う事でありま
す。
と同時に私達自身には、その責任の一旦は無いのか
という疑問が残るのであります。
　窮地の後には必ずや好機が訪れる事を信じ、厳し
い時代だからこそ、今だからこそ諸先生方の英知と
情熱を結集して頂き、誇りを持って業務に精進して
いかなければならないと思っております。
　協会は、入札制度への対応、公益法人改革元年と
いう大きな宿題を抱え、新年を迎える事となりまし
たが、諸先生方にはどうか今迄以上に温くも厳しい
ご指導、ご協力を賜ります様、伏してお願い申し上
げる次第であります。
　最後になりましたが、先生方の今年一年のご健勝
と更なるご活躍を御祈念申し上げ、ご挨拶に変えさ
せて頂きます。
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新年を迎えて

京都土地家屋調査士政治連盟　会長　田　中　　　牟　

　新年あけましておめでとうございます。
　平成20年という節目の新年を迎えて、穏やかで
ちょっと落ち着いた年代であってほしいと念じるも
のであります。
　平成10年代は、激動の時代ではなかったでしょう
か。
　司法改革・行政改革といった法改正が行われ、今
もなお、その処理の対応が継続されております。
　特に、我々土地家屋調査士にとって最も関連のあ
る司法改革では、司法改革推進本部での知名度の低
さから、何を専門としている業種なのか理解を得る
のにかなりの時間を要したところであります。
　日本土地家屋調査士連合会と、全国土地家屋調査
士政治連盟が連携して、土地の境界問題に精通して
いる専門家こそが我々土地家屋調査士であると訴え
続けて、現在の境界問題解決支援センター設立に結
び付いたのであります。
　今後も、土地家屋調査士の制度のため、会員の将
来のために、日調連と全調政連が連携しながら、制
度発展に寄与するものであります。
　平成19年６月22日付で自由民主党に要望書を提出
しています。その全容は以下のとおりであります。

日調連発第76号
平成19年６月22日

自由民主党
　土地家屋調査士制度改革推進議員連盟
　会　長　　保　岡　輿　治　殿

日本土地家屋調査士会連合会
会　長　　松　岡　直　武

全国土地家屋調査士政治連盟
会　長　　井　上　孝三郎

要　　望　　書

　平素は、土地家屋調査士制度の充実発展に深いご
理解とご支援を賜っておりますことに感謝いたして
おります。
　土地家屋調査士制度、同業務に関わる下記諸施策
の推進、実現が図られますよう、特段のご配意を賜
りますよう要望いたします。
　　　　　　　　　　　記
１　登記所備付地図の整備促進

（１）不動産登記法第14条地図の作成事業の拡大
　公図と現地の形状が著しく相違しているた
め、登記簿上の土地の特定が困難で、土地や
建物の登記処理ができない「地図混乱地域」
を年次計画をもって解消する。

　　　　注：平成19年度法務省予算　89,200万円
（２）「民活と各省連携による地籍整備」の推進計
　　　画に土地家屋調査士の専門知識の活用

　地籍調査事業（一般地籍調査事業・民活と
各省連携（法務省・国交省）による都市部に
おける地籍整備事業）における筆界確認作業
等に、土地家屋調査士の専門知識を活用する
ことによって、一層、信頼性の高い地籍整備
が実施できる。

（３）登記所の地図情報システムの整備の促進
　地図の事務処理を電子的に行い、登記情報
システムと連携して行政サービスの一層の向
上を図るとともに、登記申請に添付される土
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地家屋調査士作成の地積測量図を多面的に利
活用するなどして、地図情報システムの整
備・拡充を促進する。

２　筆界特定制度に係る予算の拡充

　新たに創設された筆界特定制度（注：平成
18年１月20日施行）の予想を上回る利用状況
に鑑み、迅速な筆界特定事務が遂行されるた
め、筆界調査委員の手当等の充実をはじめと
する経費の拡充を要望する。
　注：平成19年度法務省予算48,300万円

３　民間型ADRの運営費用等に対する公的補助制

　　度の整備

　土地家屋調査士会では、土地家屋調査士と
弁護士の協働による土地の境界に関する紛争
解決に特化した民間型ADR機関「境界問題
相談センター」を設置し（注：平成19年４月
末 現 在 ： 2 5 の セ ン タ ー が 設 置 さ れ て い
る。）、活動しているが、その運営に要する
経費は、設置主体である土地家屋調査士会の
会員による会費等から支出している現状にあ
る。
　本制度が、長く、恒常的に市民社会のニー
ズに応えていくためには、民間型ADR機関
の運営費用等に対して、公的補助制度の整備
が図られるよう要望する。

４　オンライン登記申請制度の利活用が促進される

　　方策

（１）公的個人認証の普及が十分でない現状におけ
る電子申請の利活用率を高めるため、例え
ば、公的個人認証に代えて、日本土地家屋調
査士会連合会の認証による当該申請を代理す
る土地家屋調査士の電子署名のみによって登
記申請ができるよう法整備を要望する。

（２）不動産の表示に関する登記申請の約98％が、
土地家屋調査士の申請代理によってなされて
いる実態を踏まえ、土地家屋調査士が申請情
報及び添付書類の作成者として電子署名した
登記申請については、添付書類の簡略化、添
付情報の原本提示の省略を検討するなど、表

示に関する登記申請における土地家屋調査士
の制度及び専門的知見の更なる活用が図られ
る法整備を要望する。

５　規制改革関連の要望

（１）現行土地家屋調査士の登録・入会制度の維持
　土地家屋調査士の登録及び土地家屋調査士
会への入会の義務を課することにより、会員
の消息、業務実態をリアルタイムに把握でき
るとともに、指導・連絡・監督を迅速に行う
ことができ、かつ、統一・定期的な研修を行
うことができる。
　これにより、国民に対して、より質の高い
サービスが提供でき、国民の利便性の向上と
安心の確保に貢献するという、土地家屋調査
士制度の目的が守られることになる。

（２）現行各専門資格職能の業務範囲の維持
　国家資格者等の専門職がそれぞれの専門領
域における社会的要請に十分に応えるべく研
鑽を積み、職能を進化（深化）させることが
とりもなおさず依頼者のニーズの満足、利便
性の向上や安心につながるものであり、正
に、そのことが専門職の責務でもあると考え
る。
　士業の業務に関する相互乗り入れの必要性
は乏しく（注：必要ある場合には、他の各専
門資格者との連携若しくは必要とする資格を
取得することにより解消できる。）、相互乗
り入れを認めることにより、かえって、長年
に亘り築いてきた専門性の低下につながりか
ねず、ひいては国民に対する法的サービスの
低下を招くおそれがある。

（３）土地家屋調査士法人設立要件の人的緩和
　土地家屋調査士法人設立の人的要件は、２
人以上となっているが（土地家屋調査士法第
31条第１項）、１人法人の設立を容認するこ
とにより、個人で営業する者にとっての隘路
であった死亡時の相続若しくは廃業時等の事
務所の後継問題に対処する上で、容易に、か
つ、明確に営業権や資産を引き継げるなどの
メリット、個人資産と営業資産の分離が可能
となるなどの利点が生じる。
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動産・不動産

顧問弁護士　谷　口　忠　武　

　最近の社会の動きについていけなくて、情けない
思いをすることがしばしばです。しかし、負け惜し
みを言わせてもらえるなら、その原因は、世の中に
訳の分からないことが出て来すぎるからであり、決
して正常なことではない。訳の分からないことは、
解らない人が正常なのであり、解る人は毒されてい
るのである。
　最近ますます畑仕事ののめり込んで、自然の摂理
と正対しているとその感を強くする。自然とのつき
あいは、まことに正直なものであり、常に１＋１＝
２であり理解に苦しむことはない。
　土地及び建物を不動産という。財産のうち動きの
ないものという造語であるが、長い間、事物の本性
を映した用語としてわかりやすかった。土地も建物
も人間の営みの基礎にあるものであり、動かないこ
と、動きがたいことに本質的価値を見いだしたい。
これに対し、動産は、動かないと役に立たない。
　ところが最近先進国といわれる国々で不動産を盛
んに動かすための仕組みが工夫され実行されてい
る。私に言わせると、事物の本性に反した訳の分か
らないことであり、悪巧みである。
　その悪巧みのキイワードは、「流動化」と「証券
化」である。日本の国も法律を作って推進しようと
している。しかし、私は、訳の分からないことを推
進して良い結果がでるわけがないと思っている。
　その仕組みについて、教えてもらってみると、税
金を払わなくても良いようにするために工夫する。
例えば、税金のかからないケイマン諸島に法人を
創って、これをダミー会社のように利用する。不動
産所有会社が倒産してもその不動産は強制執行され
ないような仕組みを作る。その不動産以外には責任

を 負 わ な く て も 良 い 借 入 制 度 を 作 り 利 用 す
る。・・・・・・・・
正に、税金逃れと無責任制度化のオンパレードであ
る。
　こんなことが何時までも問題を起こさないはずは
ないのではないか。果たして、米国のサブプライム
ローンの問題が起こった。あまりにも巨大化した訳
の分からないシステムで、その範囲が世界的である
ため、その影響も訳の分からないままに漂っている
感があるのはまだ幸いなる哉である。
　私の心配は、この仕組みが、新たな不動産バブル
発生と、その崩壊の引き金になるのではないかとの
心配と、本来、人間の生活の安全安信の拠り所とな
るべき不動産が、モラルハザードになってしまうこ
とである。
　私が唯一経験していることであるが、証券化した
ビルの構造上の欠陥について、近隣の被害者が、ビ
ルの所有者に被害を訴え、対策を求めようとした
ケースにつき、その所有者（大手の不動産会社）
は、話し合いのテーブルに着くことさえしようとし
ないのである。証券化した後は、その会社にとっ
て、責任をとる必要も義務もないと考えているので
ある。確かに、その会社にとって、所有していると
言っても、抜け殻を所有しているだけなのかもしれ
ない。そうかと言って、近隣の被害者が、証券の所
有者に被害弁償を求める術もない。
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ドイツ旅紀行

顧問弁護士　佐　渡　春　樹　

　この10月初旬、ドイツを旅行してきました。フラ
ンクフルト、ハイデルブルク、ローデンブルク、
ミュンへンを訪ねる極々オーソドックスな旅です。
50歳になったときに、海外に行けるのもあと十数年
ではないか（即ち、あと十数カ国しか見聞できな
い）と考え、毎年１回パスポートに判を押してもら
うようにしています。昨年はフランスでワイン三昧
の旅、今年はドイツで地ビール三昧の旅でした。
　ご承知のように、ドイツの人口は約8200万人（外
国人はその10％）。面積は日本よりやや狭いのです
が、「黒い森」で知られるように国土の多くが平
野・台地であり、人口の密集は全く感じられませ
ん。100万人都市が幾つあるかご存じですか？。ベ
ルリン・ハンブルク・ミュンへン・ケルンの４都市
だけです。ドイツの宣伝をするようですが、森は美
しく、都市は綺麗で、家の窓ガラスはピカピカに磨
かれています。窓々には花が飾られて、芝生、庭木
の手入れもしっかりされています。ノイ．シュヴァ
ン．シュタインの紅葉はまさしく絶景でした。わた
しは自然は日本が一番と考えていた（勿論、今でも
そうです）のですが、ドイツの自然も素晴らしいも
のでした。ただ、付加価値税が19％、商店は休日法
の関係で日曜日が休み・・といった日本人からみて
マイナスな側面も勿論あります。
　約12時間30分のフライト。時差は夏時間なので日
本が−７時間です。最初は時差呆けもありますが、
まだ胃は元気です。ライン川クルーズの前に「つぐ
み横町」でワインセラーに入り、アイスワインをふ
んだんに味わいました。まだお昼前ですよ！。以
後、昼夜を問わず、白ワイン（ドイツワインは甘い
と考えていましたが、しっかりした美味しいワイン

も沢山ありました）とビール、それにソーセージが
胃に流し込まれていきます。流石に、４日目ぐらい
からの食事は殆どを残してしまいました（ワイン・
ビールは飲み続けましたが）。
　回った都市を一つ一つ紹介したい（それほど印象
深い）のですが、紙面の都合でそれもかないませ
ん。ローデンブルクでのタウバー谷の散策（馬
車）、ノイ．シュヴァン．シュタイン城の可憐さ、
オクトーバーフェストの喧噪と大ジョッキ（１リッ
トル）・・等々が鮮明に思い出されます。もう一
つ、イタリアやフランスではブランド買いに走りま
したが、ドイツではブランドに食指が動かず、ロー
デンブルクで18万円のオルゴール（クリスマスツ
リー型）を購入したのが最大の散財でした。これは
ラッキーでした。
　次は、イギリス？、オランダ？・・健康でこの１
年を過ごしたいものです。

　原稿依頼書に「題材は自由です」とありましたの
で、また前回は裁判員制度という味も素っ気もない
原稿だったことから、思い切って「業界」と全く無
関係な内容としました。不興を買わないかが心配で
す。
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公益法人制度改革について

公認会計士　毛　利　隆　志　

　民間非営利部門の活動の健全な発展を促進し、天
下り等現行の公益法人制度の問題に対応するため、
新しい非営利法人制度を定めた「公益法人改革関連
法」が、平成18年５月26日に成立し、６月２日に公
布されました。施行日は公布日から２年６ヶ月以内
に政令で定めるものとされており、平成20年11月頃
までに施行される予定です。「公益法人改革関連
法」は、「一般社団法人及び一般財団法人に関する
法律」、「公益社団法人及び公益財団法人の認定等
に関する法律」及び「関係法律の整備等に関する法
律」の三法から成り立っています。本稿は、行政改
革推進本部事務局発行「公益法人制度改革の概要」
のパンフレットのポイントを解説いたします。行政
改革推進本部事務局公益法人制度改革HP（http://
www.gyoukaku.go.jp/about/index_koueki.html）に
掲載されています。関心のある方はご覧ください。
　現行の公益法人制度は、法人の設立に当たっては
主務官庁の許可が必要であり、公益性の判断は、主
務官庁の裁量で自由に判断できる制度であり、いわ
ば法人の設立と公益性の判断は一体であるという性
格を有しています。税との関係は、法人税は収益事
業のみ課税と営利法人に比べて優遇されていまし
た。
　新制度では、一般社団法人・一般財団法人は、事
業の公益性の有無にかかわらず登記のみで設立でき
ますが、剰余金の分配はできない法人で、行政庁に
よる監督はありません。一般社団法人・一般財団法
人のうち公益目的事業を行うことを主たる目的とす
る法人については、民間有識者による委員会の意見
に基づき公益法人が行政庁の認定を受けることによ
り、公益社団法人・公益財団法人の制度が創設され

ました。公益認定基準を満たす法人であり、行政庁
による監督を受け、一定の優遇税制を受けることが
できます。いわば法人の設立と公益性の判断が分離
された制度であります。
　法律の施行と同時に現行の公益法人はすべて法律
上「特例民法法人」となります。現行の公益法人
は、施行日以後、一般社団法人・一般財団法人とし
て存続することになりますが、「一般社団法人及び
一般財団法人に関する法律」の適用に当たっては広
範な経過措置が設けられており、実質的には、現行
の公益法人と５年間は変わらず、通常の名称はこれ
まで通り、「社団法人～」「財団法人～」などでか
まいません。法律の施行から５年間を移行期間と
し、公益社団法人・公益財団法人への移行の認定の
申請又は、一般社団法人・一般財団法人への移行の
許可の申請を内閣総理大臣あるいは都道府県知事に
することができます。この移行の「認定」の申請と
移行の「認可」の申請は、同時に重複してすること
はできません。
　移行期間の満了の日に、移行が認められなかった
法人や移行の申請をしなかった法人は、移行期間満
了の日に解散したものとみなされます。
５年間の移行期間もあっという間に過ぎます。現行
の公益法人には、一般社団法人・一般財団法人ある
いは公益認定に対して、これから早急な取り組みが
必要です。
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ごあいさつ

総務部長

上　口　武　志　

新年ご挨拶

財務部長

池　谷　一　郎　

　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様方には爽やかな新年をお迎えになられ
た事と拝察し、心よりお慶び申し上げます。
　昨年の12月13日に京都地方法務局にて行われまし
た平成19年度土地家屋調査士試験合格者への合格証
書授与式に出席させて頂き、自身が合格証書を頂い
た時の事を懐かしく思いました。
　当日の授与式参加者は４名のみと法務局、調査士
会の関係者の人数のほうが多いという少し寂しい感
じではありましたが（他の合格者は大阪法務局にて
出席との事でした）、授与式も終わり調査士会から
の登録入会説明の際には色々と質問も出て和やかな
雰囲気でした。
　京都会の会員数も現在のところ新入会員さん、退
会、廃業される方等々で会員数300名を超えるか、
超えないかといったところで推移しております。
　次に「オンライン申請」についてでありますが、
登記事項証明書等の請求に関しては手数料が窓口請
求よりも安いということもあり、オンラインによる
請求がそれなりに利用されているようですが、登記
申請に関してはまだまだ改善されなければならない
点があり、その申請件数については少ないものであ
りますが、今後は更なる利用促進を図るために色々
な施策が打ち出されてくるものと思われます。
　会員の皆様方には従来よりネット環境の整備につ
きまして、会情報の連絡伝達等のメールによる配信
への促進にご理解ご協力を頂いているところであり
ますが、こうした状況を踏まえて、より多くの会員
の皆様のご理解ご協力を賜りますようお願いを申し
上げます。
　総務部においては、現在会館の管理運営に関する
規則、規程等の見直し、又事務局の運営整備等につ
いて検討を進めてきていますが、まだまだ多くの検
討すべき案件が山積しております。これらを一つ一
つ処理すべく総務部一同頑張ってまいりたいと考え
ておりますのでより一層の会員の皆様方のご指導、
ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございます。
　本年も昨年同様よろしくお願い申し上げます。さ
て、昨年は新会館竣工や京都境界問題解決支援セン
ター設立等、京都土地家屋調査士会にとっては大変
重要かつ多忙な一年であったと思います。
　同時に、会員の皆様方にも色々な面でかなり負担
になった年ではなかったかと思います。
　しかし、これからの私たち土地家屋調査士の展望
を考えるなら、それは大きな財産となるであろうと
確信しております。
　さて、ご承知の通り、財務部は会の予算・決算業
務等と親睦旅行等の厚生事業を行っております。昨
年の親睦旅行は、飛騨高山方面へ行ってまいりまし
た。天候にも恵まれ十分に自然美を楽しんで頂き、
日頃の疲れを癒して頂けたのではないかと思ってお
ります。
　ただ、毎年のことではありますが、参加人数の確
保に苦慮しており、会員の皆様方におかれましては
大変お忙しいかと存じますが、１年の疲れ癒すとと
もに会員同志の横のつながり・情報交換の場として
是非ともご参加頂きます様よろしくお願い申し上げ
ます。何でも食わず嫌いはダメ！一度でいいので参
加してご賞味頂ければと思います。損はさせませ
ん！
　本年も、ＡＤＲ認証取得等かなり大変な一年にな
るかと思いますが、財務部としても私たちの未来の
ために、会員の皆様方の助言等頂ながら会務運営の
サポートをしていく所存でございます。
　どうか本年もよろしくお願い申し上げます。

各部長挨拶
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業務部の活動報告

業務部長

宮　坂　雅　人　

　日頃は業務部の活動に対し、御理解と御協力を頂
き誠に有難うございます。
　さて、業務部での取り組みというと「93条調査報
告書」「オンライン申請」「街区基準点」「筆界特
定」「14条地図」等があり会員の皆様にとっても日
頃の業務に直結する内容となっております。また、
隔月で表示登記研究会が行われており、直近の問題
点や、登記手続きの現状報告を交え、登記手続きの
業務が円滑になされるよう法務局と継続協議してお
ります。

　個々の現状を報告いたしますと、「93条調査報告
書」については既に定着しておりますが、中には京
都会の調査書を継続して使用されている会員さんも
おられるようです。「93条調査報告書」の形式であ
れば、手書きでも良く、写真情報については適宜現
状が把握できるように、また調査素図については必
要な時に「参考図」として添付していただけたら結
構かと思います。調査士側から申し出たものなの
で、主旨を理解していただき、使用していただきま
すようお願いいたします。

　「オンライン申請」は現在添付する図面について
ＸＭＬ化の実証実験中であり、地目変更登記など可
能なものもありますが、本格的に登記申請の方法と
してまだ使える状態ではありません。しかし、乙号
の申請は実に有益で、登記事項証明書などは１通
700円で郵送（送料込み）していただけますので、
明示申請や、大規模な調査などでは助かります。オ
ンライン申請になれるためにも、始められるものか
ら研修を考えていきたいと思います。

　「街区基準点」については現在法務局担当職員の

方と協議中でありますが、京都府内の行政機関にも
御協力を頂き、包括承認契約を行うことを目標に進
めております。大阪会では「街区基準点」に関して
「測量と作図のガイドブック」なるものを現在作成
中です。技術的な内容が中心でありますが、京都会
としてもどのように対応していくか検討中です。法
務局担当職員の方とは平成２０年４月１日実施（暫
定期間有り）を目安として協議しています。

　「筆界特定」は平成１８年１月２０日からスター
トして、早くも２年になります。調査員をしていた
だいている会員さんにはいろいろな面でご苦労をお
かけしていると存じます。申請件数は全国でも上位
にランクされるほど多く、そのため事件処理期間が
当初より大幅に遅れているのが現状です。法務局で
は職員さんを増員し、何とか処理出来るよう対応さ
れていますが、調査士側の人的補充も必要不可欠な
状態です。京都会は優秀な人材が多いと自負してい
ますので、制度維持・処理期間短縮のため御協力宜
しくお願いいたします。

　「14条地図」は平成１８年度で「京都市北区紫野
地区」を行いました。現在は新たな地区選定につい
て法務局担当職員の方と協議中です。実施地区が選
定されれば、地元の会員の方々中心にお世話になる
ことと存じますので、御協力方々よろしくお願いい
たします。

　以上、報告というよりは、お願いになってしまい
ましたが、いずれも会員の皆様の御協力無くしては
出来ないことであります。業務部としましても全力
で努力いたしますので、引き続き御理解と御協力を
頂きますようお願いいたします。
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広報部よりお知らせ

広報部長

藤　村　　　勉　

　新年あけましておめでとうございます。
　京都土地家屋調査士会の広報部活動に理解ご協力
ありがとうございます。
　広報部では年２回の会報発行など、会員、府・市
民にむけた情報発信、土地家屋調査士制度理解への
広報活動を行っております。
　以下は昨年開設した掲示板の案内です。会員の情
報交換、技術・知識の向上などに役立つとおもいま
すので是非利用してください。

会員掲示板のご案内

　京都土地家屋調査士会ホームページ、会員ページ
に昨年８月から会員間の情報交換などのための掲示
板を設置しました。設置のお知らせは同月末に通知
した通りです。
　開設から４月。ログインパスワードの発行希望の
メールもまだ全員とはいきませんが徐々に発行して
います。発言はなかなか増えていませんが、日常の
業務の疑問、仕事に役立つツールや情報の公開、趣
味のこと等々内容に特に制限はありません。まだロ
グインされてない会員のかたは下記要領で参加して
ください。

ごあいさつ

研修部長

南　　　育　雄　

　新年おけましておめでとうございます。
　旧年中はいろいろお世話になり有り難うございま
した。昨年度、研修部では、事業計画にあります法
学研修、測量研修、業務研修の実施にむけてアン
ケート調査を行いました。当時（H19.８.20）会員
総数297名、回答者数89名でした。その中で会員の
要望があったものの主立ったものは、法学研修では
①境界確定訴訟　②所有権確認訴訟　③ＡＤＲ関係
測量研修では①基準点測量　②ＧＰＳ測量 ③初歩
的な測量、業務研修では①街区基準点　②オンライ
ン申請　③事務取扱基準　でした。
　まず、10月には和田直人先生によるＡＤＲ研修、
12月は宮本幸裕先生による「境界確定訴訟・所有権
確認訴訟につながる調査報告書の作成について」法
学研修を実施しましたところ多数のご出席いただき
有り難うございました。また、他会からおこしの方
からぜひ次も案内をいただきたいとの 要望があり
ました。
　研修ライブラリーの運営につきましては、研修Ｄ
ＶＤリスト（法学研修）として会員の皆様にＦＡ
Ｘ・メールでご案内（H19.11.５）しましたのでぜ
ひご利用してください。（詳細はホームページ及び
事務局まで）
　今、調査士業界は技術的にも法律的にも変革期を
迎えているように思います。今年も、研修部として
は、各部と連携し、会員の皆様、執行部の皆様、事
務局の職員の皆様のご協力を得て、この変革期を乗
り越えるための事業を推進していきたいと思います
ので、今年もよろしくお願いいたします。
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パスワードは
password@chosashi-kyoto.or.jp　へ
メールを・【名前】と【登録番号】を送ると後ほどパスワードを記載したメールが返信されます。た
だし、AM9:00～PM6:00（※土日祝祭日を除く）です。この時間以外は後日に返信されます。

　　そうすると以下の画面が表示されますので、

 

　「題名」「コメント」を入力し、最後に送信ボタンをおして完了です。発言したコメントはすぐ下に表示
されます。（この画面の「名前」と「登録番号」変えられません。）
　京都会会員専用の掲示板です。気兼ねなくなんでも発言してください。

 ここから

名前は姓名にスペースを入れず
に。たとえば「藤村勉」と。

このように

適当に

 

 

入れなくてもいいです。

思うこと、すてき
な情報・・・etc
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研究部の活動報告
(地域慣習調査委員会を含む）

研究部部長

平　塚　　　泉　

　日頃は会員の皆様に本当にお世話になっておりま
す。研究部長及び地域慣習調査委員会委員長兼任さ
せていただき、あっという間に半期を過ぎてしまい
ました。そこで今までの活動報告を簡単にさせてい
ただきます。
　先ずは京都会の研究部としての取り組みとしての
在宅研究がありますが、調査士法25条２項の趣旨を
理解していただき、2004号～2007号まで発刊できま
した。これもひとえに多くの会員の協力に拠るもの
と感謝しています。
　近年、連合会では継続的な研修体系の中で各単位
会が取り組んでいる研修システムをＣＰＤの一環と
して認知して行こうという方針です。
　京都会においても研修部の中でこれまでの研修に
対する参加も含めＣＰＤに取り組む計画です。在宅
研究はその中でも会員自らが主体的に行なった自主
研修ではないかと思います。私はＣＰＤとしての評
価に値するものと思っております。
　研究部としてはこれから先もよりよい形で在宅研
究に取り組んでいく方針です。今後ともどうぞよろ
しくお願いいたします。
　次に地域慣習調査委員会の活動として地図に関す
る資料の収集があります。最近では官有地籍図等の
公開に関する情報の取り組みで、何度と無く京都府
用地課、府立総合資料館へ伺い、結果、資料目録等
を預かることができました。これも、25条２項の２
次調査で府立総合資料館へもお願いに上った際に、
官有地籍図他の公開についての要請ができ、土地家
屋調査士については筆界特定制度趣旨からも必要な
調査であることが大きな根拠となって研究外でも閲
覧可となったものです。（この件については既に会
員に通知済みでＨＰにも掲載）
　思えば昔は京都府の用地課窓口で法定外公共物の

明示申請の際に幅員も教えてもらえず、先に申請あ
りきで大変だったものです。それが国有財産の権限
移譲でその資料が各市町村に配置されて、これから
どのように管理されていくのか心配ですが、引き続
き土地家屋調査士としては管理保全に対する情報を
共有すべくアンテナをもっていたいと思っていま
す。
　また、今年の８月末で25条２項の資料収集の成果
を連合会に最終報告いたしました。これから地域慣
習調査委員会と研究部と共同で研修・研究用の資料
としての編集後、配布を予定しています。何分にも
各関係機関において協力していただき公開になじま
ないものもあり、取り扱いに注意が必要な資料もあ
ります。配布の折にはそのようなことからの配慮も
お願いする予定ですがよろしくお願いいたします。
　以上、簡単ですが活動報告といたします。
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京都産業大学
　　インターンシップ
京都産業大学
　　インターンシップ

　平成19年４月から始まった京都産業大学の寄付講
座については前回会報で報告しましたが、今回はそ
の講座受講生３名が８月�0日～31日まで行った土地
家屋調査士業務の就業体験をレーポートと、学生た
ちを受け入れて頂いた３事務所先生方の感想を掲載
いたします。
　今年の夏はお盆過ぎから猛烈に暑い日が続き、そ
の暑さのなか学生たちは外業（測量、境界標の埋設
など）や役所調査、書類作成など指導する土地家屋
調査士と共に行動し、業務体験をしました。また、
本年度は滋賀県土地家屋調査士会のご協力により、
１名の学生を受け入れていただきました。ありがと
うございました。

　広報部では、例年通りインターンシップを体験し
た学生たちと、彼らを受け入れていただいた各会員
から感想文・コメントをいただきました。

　國重　拓也（近畿大・神田総合司法書士、
　　　　　　　　　　　土地家屋調査士事務所）
　インターンシップに来て、今までのアルバイトと
は全く異なった「働くということ」の大変さを体験
することができました。また、私は将来、法律に関
係する仕事に就きたいと考えていましたので、土地
家屋調査士事務所で研修ができたことは大変よかっ
たです。
　私は、調査士の実務についてはほとんど知らず、
大学での調査士会の寄付講座や本での知識しかあり

初めての調査士業務を活かしたい
実習生と受け入れ会員からの感想文

ませんでしたが、実際に現場に行って測量すること
によって、調査士の大変さや楽しさが分かりまし
た。
　特に、法律知識のないお客様に対しての測量や登
記の説明は難しく、大変だということを感じまし
た。また、このような説明の場に参加させてもらえ
たことはありがたく、非常によい経験となりまし
た。インターンシップで得た経験を、残りの大学生
活や将来に生かしていきたいと思っています。
　最後になりましたが、忙しい中、研修生として私
を受け入れていただいた神田先生、研修のお世話を
していただいた辻林さん、事務所の皆さん、そして
インターンシップのために動いていただきました調
査士会の皆さん、本当にありがとうございました。
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★　神田　章太郎会員（北支部）
　人の前で自分の考えていること、体験して心に
残ったことを、しっかり話ができるというのも、一
つの訓練です。こんな機会もありませんので、是
非、学生の皆さんは、たくさんのことを話してほし
いと思います。
　今回のインターンシップでは、調査士の資格を取
得している社員を研修担当として、國重くんに付け
ました。教える方にも勉強になり、両方のプラスに
なると判断したからです。
　今回、國重くんをインターンシップのお客さんと
いう捉え方ではなく、新人の職員という立場で実習
してもらい、多くの職員と接して、いろいろなこと
を学んだと思います。
　國重くんが最後に言っていましたが、うちの事務
所では毎日全員が私を含めて、トイレ掃除を輪番で
しています。事務所の掃除も毎日やっています。そ
ういうことも彼にやってもらいました。彼に「トイ
レ掃除はどうだった？」と聞くと「おもろなかった
です」と、ぶすっと言っていましたが、それがいい
んです。彼に伝えたかったことは、おもろない、汚
い、そんなところをそんな風に思って、気付かな
かったことが、経験することによって、「じゃ、次
はそこをキレイに使おう」とか、「誰かがやってく
れているんだなぁ」と感謝の気持ちが湧くようにな
らなければいけない、ということで話しました。
　國重くんも、いろんな体験を一生懸命やってくれ
たと思います。

　藤原　一樹（近畿大・山田登記測量事務所）
　大学での講義で「土地家屋調査士」について初め
て学び、実習では、そこで学んだ様々なことを体験
することが出来ました。よく街中で見かけていた測
量の方法、その仕組みを教えていただき、測量の大
切さがよく分かり、夏場の測量の大変さも教わりま
した。
　中でも、今まで決して行くことのなかった法務局
へ行ったり、講義では決して学ぶことの出来ない多
くのことを、山田先生はじめ事務所の今村さん、長
濃さんに教えていただき、本当に感謝しています。
これらの経験は、僕にとってとても貴重なものにな
りました。

　そして、いつかまたこのインターンシップで得た
ことを役立てられるような仕事に携わりたいと思い
ます。
★　山田　勝彦会員（南河内支部）
　今回のインターンシップに来てくれた藤原くんで
すが、事情があり、最後の３日間は実習に参加でき
ず、実質７日間の実習でしたが、当初は何をどう教
えようかと悩みました。実際、実習が始まると、自
分が行動する範囲で付いてきてもらって、教えて
いったというやり方です。
　今の建物表題登記やら、土地の分筆なども年々厳
しくというか、細かくなってきていて、法務局から
も厳しくというか、細かくなってきていて、法務局
からも要望される項目も多くなってきたということ
も説明しました。
　本人にとって、一つの社会見学で、目にするもの
すべてが初めてのものばかりで、社会勉強としては
よかったのではないかと思います。今回の経験が将
来に役立つものとなり、頑張っていただきたいと思
います。

　中嶋　一雅
　　　　（京産大・田中毅土地家屋調査士事務所）
　私がインターンシップで感じたことは、土地家屋
調査士とはよく動き回る仕事だ、ということです。
例えば、調査のために法務局や市役所へ行ったり、
測量や立会のために現場へ行ったりしました。
　田中先生は、そんな忙しい仕事の中で、どんなこ
とをやっていて、それはどんな意味があるのか、過
去にどんなことがあったかなど、いろいろなことを
私に教えてくれました。そのお陰で、土地家屋調査
士の仕事の流れや大変さ、そして楽しさを知ること
ができました。
　田中先生には、ご迷惑をおかけしてしまいました
が、貴重な経験をさせていただいたことに大変感謝
しております。土地家屋調査士のインターンシップ
で、いろいろな経験ができ、参加して本当に良かっ
たと思います。この経験を少しでも生かせるように
頑張ります。
★　田中　毅会員（滋賀会）
　私の事務所は、補助者が１名ということで、ずっ
とベッタリの実習となりました。生の現場で作業し
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てという形でしたので、実際大変だったと思いま
す。丸１日の現場が３日あり、週が明けると腰が痛
いというので、少し心配する場面もありましたが、
話を聞いてみると、学生時代に野球部でバットの振
り過ぎで腰を痛めたという経緯があったようで、少
しホッとしました。
　土地所有者との話し合いの場や官民境界の立会に
も連れて行きました。場の空気も読めて、そういう
面では、きっちりできるなと感心しました。
　将来、どんな仕事に就くにしても、インターン
シップでの経験が少しでも役に立てばいいと思いま
す。この経験を活かして、社会で活躍していただき
たいと思います。

　大久保　皓平
　　　　（京産大・若林智土地家屋調査士事務所）
　私は、土地家屋調査士のインターンシップを終え
て、実習以前は図面を描いたり登記申請等の業務が
中心だと考えていました。しかし、実際は現場での
測量も多く、イメージとは違いました。
　先生や事務所の方に、実習を通して出た疑問にも
答えていただき、勉強になりました。また、普段行
かないような区役所や法務局、公証人役場、京都境
界問題解決支援センターに連れて行っていただき、
貴重な体験ができ、ＡＤＲセンターでは事前相談に
同席させていただきました。実際に筆界問題で困っ
ている方を見て、土地家屋調査士は社会で必要とさ
れている仕事であると感じました。
　インターンシップを通して、将来の仕事には土地
家屋調査士という仕事も選択肢として広がったと思
います。
　最後に、約２週間という短い間でしたが、先生を
はじめ事務所の方々にお世話になりました。仕事に
慣れるまで大変でしたが、楽しかったです。この仕
事をもっとしてみたくなりました。
★　若林　智会員（京都会）
　あっという間の２週間で、受け入れ事務所として
何を順番に教えていって、何を吸収してくれるのか
な？という不安がありましたが、とても素直な学生
さんで、意欲があって、ある意味で私たちが入った
時のピュアな気持ちを思い出させてくれるような状
態だなぁという感じでした。

　翌日から、炎天下の中、現場の測量を延々やって
おりまして、フラフラになりながらも２週間、弱音
をはかず、過ごしてくれたなというのが正直な感想
です。
　先ほど大久保くんの話にもありましたが、私は京
都境界問題相談センターの運営委員をやらしても
らっているんですが、ちょうどこの２週間の間に事
前相談の担当日に当たってまして、こんな機会もな
いと思いまして、相談者をはじめ皆さんご了解を得
て、同席してもらいました。調査士は、こういった
形で社会貢献ということで関わっているんだという
ことも知ってほしかったので。
　そういったところで、今回の実習は、測量あり、
事務仕事あり、社会貢献ありのいろいろな業務を体
験できたのではないかと思います。いい意味で、こ
んな仕事もあるんだなぁという風に思ってもらい、
仕事の選択肢を広げていただけたらと思います。お
互いにこの２週間で少し成長できたのかなと思いま
す。
　私は逆に“受け入れさせてくれて、ありがとうご
ざいました”という気持ちです。

　越尾　円香（京産大・宮原まりこ事務所）
　私のインターンシップでの課題は２つありまし
た。１つ目は、社会人として責任を負う仕事をする
とはどういうことか考えること。２つ目は、この実
習を将来の進路選択に役立てたいということです。
実習を通して、これらのことについて考えてみまし
た。
　実習中は、筆界の調査、登記申請、測量、杭を埋
めるなど様々な作業をしましたが、その中で、人と
接することの多い仕事であることに驚いていまし
た。依頼者の方との話し合い、測量の場においても
様々な人と接して仕事をするには、相手からの信頼
を得ることが必要だと感じました。
　実習を終えて考えたことは、仕事とは一人でする
ものではなく、人と接するものなので、相手からの
信頼を得てそれに責任を負うことは，社会人として
仕事をする上で、すべてにおいて共通することでは
ないかと考えました。そして、仕事の厳しさも少し
感じることが出来ました。このインターンシップで
の経験は、今後の進路選択に役立つ貴重なものにな
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りました。
　ありがとうございました。
★　宮原　まり子会員（京都会）
　今回初めてインターンシップの受け入れをするこ
とになりました。どんな子が来るのか、ドキドキし
ていましたし、そして何を教えればよいのだろうと
いう不安もありました。
　初めて会った時に、越尾さんを見て思ったのは大
変まじめであるが、絶対的にあらゆる経験が足りな
いことを感じ取りました。そこで、インターンシッ
プの限られた時間の中で、調査士の仕事を理解して
もらうのではなく、調査士の多岐にわたる仕事を通
して、どんな職業に就こうが使える交渉術、コミュ
ニケーション術、企画運営術など様々なノウハウを
教えることにしました。
　教える中で、越尾さんにとっては耳の痛い大変厳
しいことも言ったと思います。しかしながら、私の
言った様々なことを一つ残らずメモしていたのには

　不動産のオンライン申請利用促進等のための改善策として、オンラインで登記の申請をする場合に添付情
報が書面に記載されている場合は当分の間その書面を提出する方法によって添付情報を提供することが出来
るとされ、関係する政令・省令が改正されました。

不動産登記令の一部を改正する政令（政令第一号）（法務省）

１　電子情報処理組織を使用する方法により登記の申請をする場合において、添付情報（登記識
別情報を除く。以下同じ。）が書面に記載されているときは、第一〇条及び第一二条第二項
の規定にかかわらず、当分の間、当該書面を登記所に提出する方法により添付情報を提供す
ることができる特例を設けることとした。（本則関係）

２　この政令は、平成二〇年一月一五日から施行することとした。
３　所要の経過措置を設けることとした。（附則第二項及び第三項関係）

　　　　平成20年１月11日官報

不動産登記令の一部が改正されました。

感心しましたし、インターンシップに来て良かった
と言ってもらえたときには感激したものです。
　将来、この経験はきっと役に立つものだと確信し
ております。社会に出てつまずいた時には、ふっと
インターンシップで私が話したことを思い返してく
ださい。また、私が最後にプレゼントした言葉を思
い返してください。きっと、解決の方法のヒントが
見つかると思いますよ。今後の活躍を期待しており
ます。
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第12回　ソフトボール大会　奈良大会第12回　ソフトボール大会　奈良大会

平成19年度　近畿ブロック協議会

第12回　ソフトボール大会　奈良大会
於　奈良柏木町　栢木球技場

末　永　貴　裕　

　平成19年10月20日、奈良市柏木町にある柏木球技
場で近畿ブロック協議会第12回ソフトボール大会が
行われました。当日はすっきりと晴れ渡った秋の
空、気候も穏やかで日向では少し汗ばむほどの陽気
に恵まれました。
　午前８時40分に集合し９時から開会式です。当番
会の奈良会会長、大会会長である京都会安井会長、
来賓挨拶の後、前回優勝の京都会より優勝杯の返還
（今回も手にする事ができるのか京都会！）、大会
開始宣言・・等々、最後に安井大会会長の始球式を
もって熱戦の火ぶたが切られました。
　京都会は和歌山会、奈良会と共にＡグループに入
り、第一試合は和歌山会と対戦。１、２回の攻撃を
０点に抑えられた後、２回裏に和歌山会の猛攻によ
り８点を取られます。３回に３点を返すも大量点と
はならずに残念ながら敗れました。

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 合計
京都会 ０ ０ ３ １ ４

和歌山会 ０ ８ ０ × ８

　第一試合の悪いイメージを払拭すべく第２試合、
対戦相手は奈良会です。１回表に１点を先制される

もその裏に４点をあげ調子は上向きに？・・なって
きたかと思いきや、３回表にまたしても相手チーム
の猛攻。奈良会のいかにも野球やってましてん！と
いう尻、いやいや腰の回転から見事に振り抜かれた
バットからレフトオーバーの長打を打たれ、連打の
猛攻を受け６点を奪われる。１回の４点奪取は良
かったものの、当番会の奈良会に遠慮？があったの
か結果は下記スコアのとおり・・・残念。前回の優
勝チームの実力を見せてくれ～・・というのは記者
の独り言。

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 合計
奈良会 １ ０ ６ ２ ９
京都会 ４ １ ０ ０ ５

　午前に２試合を戦い、第三試合の間にお待ちかね
の昼ご飯です。すがすがしい秋晴れに仕事も忘れて
みんなでソフトボール（携帯で仕事の打合せをして
いる選手もおられたようですが・・・調査士に定休
日はありませんね）。勝ち負けがどうであれ、そん
な事に関係なく気持ちがいいにきまってます。奈良
会の皆さんが手配して下さったお弁当をみんなでい
ただきました。（田中牟監督と次世代を担う選手の
皆さん）↓
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↑午前の２試合、さらに午後の１試合も一人で投げ
抜いたエース南育雄投手、そしてその速球を受け続
ける守備の要 小林明石選手。昼食後最終戦に向け
てに鋭気を養います。
「もう帰ってもええで～～」って聞こえたような気
もしましたが・・。

　さて午前２試合を敗れた京都会は、午後から５
位・６位をかけて滋賀会と対戦。１回２回と滋賀会
に先行されるも、２回裏の攻撃で竹上均選手、岡野
圭輔選手の連続ヒット、続く二つの四球で１点を加
え、ノーアウト満塁の場面で安井和男選手の２塁打
で２点を挙げるなど、一挙６点をあげ同点に追いつ
きます。３回表に再び引き離されるもその裏にヒッ
トを重ね逆転のチャンスを作ります。しかし！うま
く捉えたあたりがライトライナーに終わるなど、１
点を追加したのみで反撃も及ばず敗れてしまいまし
た。

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 合計
滋賀会 ４ ３ ３ １０
京都会 １ ６ １ ８

　さて、優勝決定戦は和歌山会と兵庫会で争われま

した。和歌山会の連打と堅い守り、兵庫会の長打と
速球投手、実力伯仲のおもしろい試合になりまし
た。結果は５回まで戦い８対６で和歌山会の勝利。
第12回の近ブロソフトボール大会優勝チームは和歌
山会となりました。

　さて、京都会は残念ながら６位となってしまいま
したが、澄み渡った秋空の下でにぎやかにソフト
ボール大会が催され、初参加の記者（出場してませ
んが）も楽しい時間を過ごしました（調査士は屋根
のない場所がよほど好きなのでしょうか）。次回 
第13回は和歌山会の当番で予定されているとの事。
さっそく優勝めざして練習が開始（再開？）される
とかされないとか。

第12回　ソフトボール大会　結果

優　勝　和歌山会
準優勝　兵庫会
３　位　大阪会
４　位　奈良会
５　位　滋賀会
６　位　京都会

　最後に、当番会として開催に向けて準備下さった
奈良会の皆様ありがとうございました。
男所帯で何かと面倒を見て下さった青木マネー
ジャーお疲れさまでした。
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旅 行 記

会員親睦旅行に参加して

　丹後支部の冨田です。平成19年11月25日から26日
にかけて一泊二日の行程で会員親睦旅行に参加させ
ていただきました。
　親睦旅行には過去に数回参加させていただきまし
たが、今回、初めて役員（財務部）として参加させ
ていただきました。
　１日目、京都駅に午前９時に集合の予定だったの
ですが、当日、丹後地方濃霧の為、京都駅到着が約
30分遅れ、皆さんに御迷惑をかけてしまいました。
すみませんでした。・・・（悪いのは、ＪＲと思い
ます。・・・）

　１日目、バスの中ではたいへん盛り上がり、又、
夜の宴会でもゲームに参加し、役員としても皆さん
に楽しく過ごしていただくように努力し、楽しい１
日を過ごせたと思っています。バスの中から見た山
の景色が美しく、とても印象的でした
　２日目、前々から一度見たいと思っていた白川郷
が見学できてよかったと思っています。２日間通し
て、美味しいものをたくさん食べて、美しい所・歴
史上の建物を見学して、日頃会う機会が少ない南部
の皆さんといろいろな話ができて、毎日の業務での
ストレスを発散して、有意義な２日間でした。
　後一年、役員としての任期がありますが、20年度
の旅行も今年以上にがんばって計画をしたいと思い
ますので、たくさんの御参加を期待しています。
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第14回　自由業団体懇話会親睦ソフトボール大会

於　府立山城総合運動公園（太陽が丘グラウンド）

粟　井　紀　光　

　晴天に恵まれた秋空の下・・・ならぬ残暑の日差
しが非常～に厳し～いなか自由業団体懇話会親睦ソ
フトボール大会が行われました。参加チームは今回
主催の司法書士会２チーム、不動産鑑定士協会、社
会保険労務士会、公認会計士協会、税理士会、行政
書士会、土地家屋調査士会でした。　　　　　　　
　司法書士会中川馨会長の開会挨拶後の第１試合
「プレイボール」で始球式。（始球式する人どこか
でお見かけしたな・・・。あ～っ！あの方は京都地
方法務局の狛信雄局長ですやん!?）「ストライー
ク」見事な速球で立派な始球式でした。我が土地家
屋調査士会はグランドの都合上１時間休憩です。そ
の間、司法書士会と行政書士会の試合を見学するこ
とに。（あの司法書士さんナイスバッティングや
な・・・？て、狛局長ですやん!?）司法書士会の
チームメンバーとして終始ハッスルプレーをされて
いる姿に感心いたしました。皆様ご存じのとおり昨
年の近ブロソフトボールで肉離れになった私。今回
は一所懸命走らずに軽く行こうと決めたのですが、
昔のヘボ内野手の血が騒いだのか本能的に１、２塁
間の球に飛びついた結果、右のあばら骨を軽くやっ
てしまいました。くしゃみするのも、トイレに行っ
て紙で・・・。いやいや、ソフトーボールの報告を
しなければなりませんでしたね。

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 合計
調査士会 ４ ３ ０ ０ ０ ７
社労士会 １ ０ ２ １ １ ５

　第１試合対戦相手は社会保険労務士会です。初回
から打線が爆発し序盤で７点をとるもののその後安
心するのかバテるのか追加点はとれないまま、逆に

狛信雄京都地方法務局長：始球式

じわりじわりと点をとられましたがそのまま逃げ切
り快勝。

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 合計
司法書士会Ｂ ３ ０ ０ ０ ３
調 査 士 会 ４ ０ ０ × ４

　２回戦は司法書士会Ｂ。私は第１試合D.Hでした
ので楽しいソフトボールを満喫させてもらいました
が、２回戦田中牟監督より「セカンド粟井！」（な
んで～？）手強い相手らしいのです。その意味は初
回痛感しました。先頭打者からいきなりバントで
す。守備の乱れによりノーアウト１塁。この場面セ
カンドが一番辛いのです。バントをされるとファー
ストにカバー。バットを引っ込められて三塁側に内
野ゴロの場合はセカンドベースに入ってゲッツー。
つまり、一球一球シチュエーションによって動きが
変わるのです。初回から拷問のような仕打ちに私は
精根果ててしまいました。この時、飛びついたと言
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うよりずっこけた結果あばら骨の悲鳴を聞くはめに
なったのです。１点差のまま最終回ツーアウトラン
ナー１塁。（早く終わってほしいけど、こっち来る
なよ。来るなよ。て、来ましたやんか!!ここでエ
ラーしたらベンチ帰れへんやん。）なんとかアウト
にできてホッとしました。

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 合計
税理士会 ０ ２ ２ ０ １ ５
調査士会 １ ０ ０ ０ ０ １

　いよいよ決勝戦は税理士会です。クリームホワイ
トにえんじ色の帽子、シャツ、背番号そして左胸に
縦書きで「税理士会」の文字。（よ～ん。きまって
ますやん）ユニホームだけではありませんでした。
最後まで急速の衰えないエース南育雄先生の速球を
長打をされては仕方がない。なおかつ相手方ながら
守備も良かった。ダブルプレーを決められたり、セ
カンドにキャンバス側を飛びつかれたりと、もう圧
倒されて意気消沈でした。何より相手方は若い先生
が多く肌の色つやも違いましたわ。それに引き替え
我々は・・・。（ふ～っ。(-_-;)）
しかしそれでも準優勝！おめでとうございました。

優　勝　近畿税理士会京都支部連合会
準優勝　京都土地家屋調査士会　　　
３　位　京都府行政書士会
４　位　京都司法書士会Ｂ
５　位　京都司法書士会A
５　位　京都府社会保険労務士会　
７　位　京都府不動産鑑定士協会
７　位　日本公認会計協会京滋会

追伸：打ち上げの夕食会にて山内健治先生に決勝戦
での私の併殺打を「あれは無いわ～。」て、「どん
だけ～っ」言うぐらいしこたまイジられました。こ
れ か ら 法 務 局 で 会 う 度 に 「 あ っ 、 併 殺 打
の・・・。」て言われそうなのがとても心配です。
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　当協会の第23回通常総会は、平成19年９月７日午
後２時から、ホテルグランヴィア京都において、全
社員168名中、会場出席者57名、委任状提出者32
名、書面による議決権行使者56名の計145名の参加
により開催されました。
　田中淳子総務部員の開催宣言に始まり、物故者へ
の黙祷、渡邉正平理事長の挨拶、新入社員の紹介に
続いて、森井雅春社員、上口武志社員をそれぞれ議
長、副議長に選出、議事録署名者は木村正和、山藤
長継両社員が指名され、直ちに議案審議に入りまし
た。

　第１号議案　平成18年度事業報告承認の件
　第２号議案　平成18年度決算報告承認の件並びに

監査報告
　第３号議案　平成19年度事業計画（案）承認の件
　第４号議案　平成19年度予算（案）承認の件
　第５号議案　役員選任報告承認の件

　以上５件の全議案は、提案どおり全て可決承認さ
れました。今回は、２年ごとの役員改選期に当たっ
ていたことから、新役員が選任され、今後の協会運
営に取り組んで行くことになりました。また、平成
19年度の事業計画では、受託形態の変化に伴う研究
と対策、公益社団法人認定に向けての研究と対応、
協会の体制強化、調査士会、京調政連との連携、制
度の啓蒙と受託活動の推進、業務の効率的な処理体
制と社員指導の徹底、情報の収集と公開の６本柱が
基本方針として揚げられています。
　ここで休憩に入り、この間を利用して、別室にお
いて新理事による理事会が開催され、新理事長に渡
邉正平理事長が再任されました。
　休憩の後、多数の来賓にご臨席頂き、渡邉理事長
の挨拶に続き、来賓代表の方々からご祝辞を頂戴し

平成19年　第23回通常総会開催
社団法人京都公共嘱託登記土地家屋調査士協会　

ました。続いて祝電披露の後、西田盛之副理事長の
閉会の辞により無事に終了しました。

　新役員
　　理 事 長　　　　　　　　　渡　邉　正　平
　　副理事長（総務／経理）　　俣　野　恭　広
　　副理事長（業務／企画開発）溝　尻　和　弘
　　専務理事　　　　　　　　　野瀬井　　　元
　　常任理事（総務部長）　　　新　　　邦　夫
　　常任理事（経理部長）　　　竹　上　　　均
　　常任理事（業務部長）　　　南　　　育　雄
　　常任理事（企画開発部長）　吉　見　康　二
　　理　　事（総務）　　　　　川　戸　伸一朗
　　理　　事（経理）　　　　　木　崎　英　雄
　　理　　事（業務）　　　　　吉　田　昌　治
　　理　　事（業務）　　　　　小　林　明　石
　　理　　事（企画開発）　　　信　吉　秀　起
　　監　　事　　　　　　　　　山　崎　春　男
　　監　　事　　　　　　　　　井　本　勝　美
　　監　　事　　　　　　　　　塩　崎　幸　生
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　京都みやこ北支部として本年も「上京ふ
れあいまつり」に参加しました。このお祭
りは昨年の10月に京都市立北総合支援学校
で開催されました。運動場では、たこや
き、焼きそば、うどんなどいろんな食事が
でき、くじびきや射的といったお店も出展
されていました。私は、そばめしと豚汁を
たべましたが、すごくおいしくてびっくり
しました。普通のお祭りのものよりおいし
いかも！
　一方、私たちが出店したお店は、体育館
にあり、我々の他には、上京保健所が出展
されている「健康コーナー」や近畿税理士
会上京支部の「無料税務相談コーナー」な
どがありました。この他にもたくさんの面
白いお店があり運動場と体育館を合わせる
と出店数は、40以上になります。
　健康コーナーでは指先の毛細血管を電子
顕微鏡で診て、血液どろどろ度を調べてく
れます。なぜか調査士に大人気でした。調
査士に次に人気があったのは、歯の相談と
正しい歯磨きのやり方を教えてくれるコー
ナーでした。正しい歯磨きのやり方って、

上京ふれあいまつり2007
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みやこ北支部

　山　腰　昇　士　
支
部
だ
よ
り

私は知らなかったのですが、結構感動しま
したよ！「ゴシゴシはだめですよ、歯に押
し当ててから振動させるように歯と歯の間
を磨いて下さい」と言われました。ぜんぜ
ん磨いたあとの爽快感が違いますよ。みな
さんもぜひやってみて下さい。
　調査士コーナーでは、「距離当てゲー
ム」と「無料調査士相談」を行いました。
距離当てゲームとは、子供たちを対象に好
きな絵のカードを置いたところまでの距離
を当てるゲームです。そして、正解を知る
ためにTSを設置して計測をしました。単
純なゲームですが、結構子供たちには盛況
でした。相談コーナーにも何人かの相談が
ありましたが、上京ふれあいまつりという
ことあり、それほど深刻な相談はなかった
ようです。
　このような機会を通して、すこしでも調
査士の仕事を社会に広報できることができ
ればいいなと思いました。来年も距離当て
ゲームにひとひねりを加えて参加したいと
思います。

距離宛ゲーム 無料調査士相談
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役目と成長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城南支部長

中　村　良　三　

　テレビ人間の私が楽しみにしている番組のひとつ

にＮＨＫの大河ドラマがある。ご承知のとおり，こ

の番組は１年を通して毎週日曜日のゴ－ルデンタイ

ムに放映されているＮＨＫの主力商品であり，主に

歴史上の人物を題材にした時代劇ドラマとして長寿

を誇っている。いつの頃からか，新人の俳優や時に

は売り出し中の歌手やタレントが主役に大抜擢され

ることが見受けられようになった。その是非は別に

して，例えば売れっ子歌手が主役を演じた場合，そ

の新鮮味とは裏腹に，未熟さと緊張から生まれる拙

い演技に，思わずテレビのリモコンを手にすること

がある。ところがそれを懲りず見続けていると，演

技が着実に上達していくのが素人目で解るのであ

る。本人の努力は言うに及ばず，大河ドラマには必

ずと言っていいほどお馴染みのベテラン俳優が主役

を支えているが，このベテラン俳優から受ける影響

は計り知れないものがあり，苦言を含めたアドバイ

スは演技の中に着実に芽生えていくのである。つま

り主役という大役を与えられ演じきることが，その

人を大きく成長なさしめていると思うのである。こ

のようなことは何も演劇の世界に限られたことでは

なく，音楽やスポ－ツでも，もっと言えば社会生活

全般に当てはまるもので，実は一見身の丈に合わな

いと思われる役目が，そのひとの成長に大きく役

立っているのである。

　京都会は，会長をはじめとして副会長，　常任理

事，理事，部員並びにいくつかの委員会で組織され

ており，上位下達のピラミッド形式であるものの，

決して専制的ではなく，談論風発な気風で自由に意

見交換できる民主的な集まりであり，役員間の年齢

差や調査士の経験年数の違いはあっても，互いに尊

敬できる関係の中で運営されていると聞いている。

　そのような中で調査士会を取り巻く環境はここ数

年目まぐるしく変化しており，これに対応する役員

の苦労は並大抵のことではない。いつの時代にも役

を引き受ける人は少なく，にも関わらず引き受ける

人に対して「あの人は好きでやっている」，あるい

は「役を引き受けると金儲けに繋がる」等々，この

ような言葉をしばしば耳にするが，あまりにも心な

い言葉であり憤りさえ感じる。役員といっても無報

酬，手弁当である以上，日常業務をこなさなければ

生活できないわけで，貴重な時間を役目に割いてい

るのである。

　ところが役目の不満を言いつつも，役目の中で学

ぶべき事柄が多く，決して損な役回りでは無いとい

う強がりも聞こえてくる。 人にはいくつかの秘め

られた能力があるが，それにはなかなか気づかな

い。あるきっかけで見事に開花することがあるが，

それを気づかせてくれるのが組織であり，組織の役

目であり，役割を与えられることだと思うのであ

る。

　敢えて自身のことを棚に上げ身勝手な言い分を許

してもらえるなら，役員の成長には目を見張るもの

があり，特に若手役員の成長は目覚ましく自信さえ

うかがえるのである。損はしても，徳することも見

返りもない役目の副産物として，自信と成長が生ま

れるのである。

　組織の重責を担い，最も難しく言い換えれば最も

大事な人間関係の中で，悩み苦しむことで人は確実

に成長していく。私自身あまり大きな口を叩ける立

場ではないが，せめて役員に感謝することはあって

も，決して足を引っ張ることはないようにしたいも

のである。
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わが愛しき京都サンガ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園部支部

　片　山　文　昭　

　私の事務所は南丹市八木町でありますが、京都市
内の上桂に住んでおります。
　そんなわけで西京極陸上競技場にある西京極スタ
ジアムとは近いところにあります。
　西京極スタジアムといえば京都サンガがホーム・
スタジアムとしているサッカークラブがあり、京都
サンガ　のサポーターとして西京極で京都サンガの
ゲームがあるときは、ほとんど見に行っておりま
す。
　私とサンガの出会いはまだ京都サンガがＪＦＬに
位置していた時であり、そのころはＪ１、Ｊ２とい
う区別はなかった時であります。たまたま秋の天気
の良い日に女房と自転車で運動を兼ねて西京極周辺
に行きましたら何やら試合をやっている様子。その
時にある男性が寄ってこられて「今サッカーの試合
をやっているのですがチケットが余ったのでよかっ
たら観戦されませんか。」とチケットを頂きまし
た。私自身は野球の試合は観戦したことがあります
がサッカーのことはあまり知らず、もちろん観戦し
たこともなく、「メンバーは11人でする。」「ゴー
ルキーパー以外は手を使ってはいけない。」程度の
知識しかありませんでした。
　何はともあれせっかくなので一度観戦して見よう
と思い入場してみることにしました。
　試合は当時の京都パープルサンガと現在同じＪ２
にいる当時の名前で鳥栖フィチャーズ（現サガン鳥
栖）との試合でありました。しかもこの試合で勝て
ば念願のＪリーグに昇格が見えてくるという大事な
試合でありました。観戦してみるとこれが非常に面
白い。
　そんなわけですっかりはまってしまい京都サンガ
を応援している次第であります。
　おかげでそのときの試合は勝利することができ、
晴れてＪリーグチームに昇格することが出来まし
た。
　それ以来せっせと西京極スタジアムに足を運んで

おるのですがいやはや、ヤキモキさせられることば
かりで今年はＪ２の位置におり（結局前と同じポジ
ションか）来期Ｊ１に昇格するかどうかは微妙なと
ころで、過去Ｊ１より2度の降格を味わっているの
であります。
　しかしながら最高の思い出もありました。それは
元旦に行われる天皇杯サッカーでありました。2002
年１月１日決勝戦にて鹿島アントラーズとの試合を
超満員の国立競技場にて観戦したことであります。
決勝まで進んだことですでに満足していましたが、
逆転勝利にて優勝したときは思わず涙が出そうにな
りました。それやこれやで一喜一憂しながら応援を
しているわけであります。
　ただ不満なことがあり、それは観客が少ないこと
であります。もちろん強くなりメジャーな選手が出
てくれば観客も増えると思いますが、それにしても
少なく多くの京都の一流企業がスポンサーとして、
また京都府、京都市も応援しており観客動員に一役
かってはいますがその割には少なく、他の地域のク
ラブチームに比べ京都としての応援が少ない気がし
ます。（ん、これも地域慣習かいやちょっと、ちゃ
うか）もっと観客が増えればと思っていますが、し
かし熱心なサポーターもたくさん知っています。そ
ういえば某支部のＹ先生も熱烈なサポーターであ
り、また先ごろ仕事の関係で知り合った方はアウェ
イの試合までいくという熱烈なサポーターでありま
す。
　何はともあれサッカーを知っている人、知らない
人、サンガを好きな人、嫌いな人を問わずぜひ西京
極スタジアムに足を運んで試合を観戦しましょう。
　まあ、いずれにしてもこの会報が出るころは京都
サンガもＪ１昇格しているのか、はたまた来年もＪ
２のままかの結果は出ています。さて、どうなるか
…。
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釣　行　記　№2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中丹支部

岩　鼻　良　久　

　さてなぜＮＯ．２かと申しますと以前、平成15年
の広報誌にも同タイトルで記事を載せていただいた
からで、今回久しぶりに私事の記事を書かせてもら
います。以前の記事はある一部の方には、好評でし
た。やはり同じ趣味を持つ方は興味があるのかな
と、またその流れで年齢を問わず仲良くなれるもの
でもあります。
　さて、平成20年になりましたが、昨年は１年を通
じ約15回海に出かけてきました。正月も早々の１月
２日には快晴、凪の好天で釣果もまあまあでした。
今年は幸先よく良い釣果の１年になるだろうと感じ
それからも、夏までは青物も好調に釣れました。
行った日もたまたま良かったのかと思いますが、前
半はブリ（写真ありませんが）２本あげることがで
き絶好調。

　

　夏は魚よりイカにはまっ
てしまい、なによりおいし
い白イカを大量捕獲。近所
にくばっても大変喜ばれ気
分爽快です。

　後半の秋から冬にかけてはまた青物狙いですが、
前半にくらべると調子が狂い良い釣果はあげられず
悔しい日が続きましたが、数年ぶりにヒラマサの猛
ラッシュにたまたま会い短い時間でしたが５ヒット
の３本船上げに成功。食べても釣っても最高のヒラ
マサは最高です。これは、10月13日のことですが、
毎年この時期に冠島周辺に回遊してくるようで一昨
年も釣果あったようです。青物が好きな方はぜひこ
の時期に挑戦して下さい。たぶん私も海にいると思
います。ちなみに冠島も昨年から携帯のフォーマも
通じるようになり仕事の電話にも対応できますの
で。

　今年は早速１回行ってきましたが、ハマチ２匹と
散々な結果になりました。幸先が良くなく今度はい
つ行こうかと思案中で毎日、天気を気にしながら快
晴なら測量日和⇔釣り日和どちらにするか迷いなが
ら日々過ごしている感じです。次回【釣行記ＮＯ．
３】も興味のある方は読んで下さい。（部長に却下
されるかな。）

【メジロ約75センチ　白石の漁礁にて】

【白イカ捕獲】

【ヒラマサゲット　冠島　裏に見えるのは小島です】
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第２回土地家屋調査士特別研修考査結果と認定者

　第２回特別研修は平成19年２月２日から基礎研修

が開始され、グループ研修、集合研修、総合講義と

計45時間に及ぶ研修を終了した後、４月７日に考査

が行われました。法務省によれば認定の基準は、特

別研修の考査における得点が90点中45点以上（ただ

し、択一式問題の得点が10点以上）との事です。

　その結果、第２回認定者数が1,185名と発表さ

れ、第１回認定者数1,090名と合わせて計2,275名

が、土地家屋調査士法第３条第２項第２号に規定す

る民間紛争解決手続関係業務を行う事ができると認

められた事になります。

京都会で認定を受けた方は下記の通り。

麻畠　克司　　　佐藤　光寛　　　渡邉　智之

平塚　　泉　　　大山　幸夫　　　山腰　昇士

西村　伸一　　　北村　尚嗣　　　長岡　賢造

谷口　明治　　　岩鼻　良久　　　大西　　淳

信吉　秀起　　　杉山　康夫　　　田中　淳子

小林　明石　　　末永　貴裕　　　橋本　能彰

森戸　敏惠　　　藤本惠利子　　　　　　　　　

　　　　　　　　　（申請順に記載、敬称略）

　京都会においては昨春ＡＤＲ機関として『京都境

界問題解決支援センター』を開設。その運営が既に

始まっております。民間紛争に携わる事で一方当事

者の代理人となる場面が想定される中、日常業務で

培った知識に加え、さらに研鑽を積み倫理観を養う

事で、土地家屋調査士がその専門性を活かして、社

会に貢献できる場が益々増えてくるのではないで

しょうか。土地家屋調査試験の受験者数が、年々減

少している事は何を暗示しているのでしょうか。社

会に貢献し魅力ある資格であると認知される絶好の

機会が、特別研修あるいはＡＤＲ認定にあるように

思えるのですがいかがでしょう。昨年秋には、第３

回の特別研修の実施について発表がありました。２

月１日より研修が始まり、３月29日に考査が行われ

るとの事です。参加される方は一人でも多くの方が

認定を受け、土地家屋調査士の未来造を造るべく頑

張って下さい。



（32）第142号 平成20年１月31日土地家屋調査士会

平成19年度
土地家屋調査士試験最終結果

平成19年度
土地家屋調査士試験最終結果

　平成19年度土地家屋調査士試験 合格者氏名が、

平成19年12月14日付け官報に掲載されました。受験

地大坂では102名が合格。

下記は法務省ホームページからの資料です。

　　出願者数　７５４０名

　　受験者数　６２５０名

　　合格者数　　５０３名

　　　　　　　（男482名　95.8％、女21名　4.2％）

　　筆記試験合格点　午前の部の試験

　　　　　　　　　　満点100点中78.0点以上

　なお、土地家屋調査士試験の出願者数は、減少傾

向にあり、昨年度に比べ392人減、4.9％減との事で

す。

受験地大阪では102名が合格

出願者数 合格者数 合格率

平成14年 9641 618 6.4

15年 9354 610 6.3

16年 8875 591 6.3

17年 8307 566 6.4

18年 7932 520 6.5

19年 7540 503 6.6

　昨年12月14日京都地方法務局において合格証書伝

達式が行われ、４名の合格者の方が証書を受領され

ました。おめでとうございます。法務局職員、京都

会からの主席者のほうが合格者より多い、例年とは

少し雰囲気の違った授与式ではありました。昨年

度、受験地京都での合格者は18名、合格証書授与式

にもたくさんの方が出席されましたが、受験地を一

括して大阪とするといった試みの中で、多くの方が

大阪会場で証書を受領されたとの事です。
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会　員　異　動

登録番号362
村　上　泰　三　みやこ南支部

H19.７.６変更
Eメール　qqxv877u9@herb.ocn.
ne.jp

登録番号671
冨士原　　　衛　園部支部

H19.７.24変更
Eメール　f.m@wave.plala.or.jp

登録番号13-0002
大都土地家屋調査士法人　みやこ南支部

H19.７.24法人登録
〒604－0971
京都市中京区富小路通竹屋町上る
桝屋町329番地
TEL　075-252-1001
FAX　075-252-1002

登録番号486
安　井　和　男　嵯峨支部

H19.７.25変更
〒615-8072
京都市西京区桂木ノ下町１番地80

登録番号556
松　本　和　之　みやこ南支部

H19.８.７変更
Eメール　mail@mtsj.sakura.ne.jp

登録番号568
山　本　貢　義　みやこ南支部

H19.８.８届出
Eメール　y-touki@taupe.plala.
or.jp

登録番号669
西　澤　　　茂　嵯峨支部

H19.８.13変更届出
FAX　075-462-3084

登録番号581
溝　上　美　好　舞鶴支部

H19.８.13変更届出
Eメール　mizokami_tochikaokuc
housashi@nijty.com

登録番号783
寺　田　岳　史　嵯峨支部

H19.８.13変更届出
TEL　075-204-7855

登録番号246
吉　田　忠　芳　城南支部

H19.８.15死亡

登録番号751
片　山　祥　司　中丹支部

H19.８.29変更届出
FAX　0773-42-0067
FAX　0774-52-9629

登録番号784
上茶谷　拓　平　みやこ北支部

Ｈ19.９.３入会
〒606-8083
京都市左京区修学院犬塚町８番地
の30　
TEL　075-711-6116
FAX　075-701-1231
携帯電話　090-5672-8260
Eメール　kamichatani@r6.dion.
ne.jp
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登録番号785
秋　田　朋　德　城南支部

Ｈ19.９.３入会
〒610-0101
城陽市平川横道77番地の12
TEL　0774-53-8670
FAX　0774-52-9629
携帯電話　090-2091-1865
Eメール　t.akita-dep21@hera.
eonet.ne.jp

登録番号786
築　山　正　人　伏見支部

Ｈ19.９.10入会
〒601-8206
京都市南区久世大薮町489番地92
TEL　075-925-0888
FAX　075-925-0889
Eメール　tsukiyama@tuba.ocn.
ne.jp

登録番号787
小　森　　　彰　嵯峨支部

Ｈ19.10.10入会
〒615-8238
京都市西京区山田車塚町15番地48
TEL　075-382-1655
FAX　075-382-1656
携帯電話　090-3864-2289
Eメール　komori-sokuryou@
maia.eonet.ne.jp

登録番号597
松　浦　　　寛　丹後支部

H19.11.15変更届出
E メ ー ル 　 h m a t s u 2 @ m x e .
nkansai.ne.jp

登録番号666
吉　田　　　徳　城南支部

H19.11.16退会

登録番号625
中　村　　　淳　伏見支部

H19.11.30退会

登録番号788
酒　井　規　宏　嵯峨支部

H19.12.３登録・入会
〒616-8364
京都市右京区嵯峨中山町33番地
サンライズ嵯峨２階２E
TEL　075-872-5303
FAX　075-872-5303

登録番号616
齊　藤　敦　子　みやこ北支部

H19.12.20廃業

登録番号709
片　木　啓　仁　みやこ南支部

H19.12.20退会

登録番号384
柳　　　和　征　西山支部

H19.12.28廃業

登録番号683
藤　田　浩　明　中丹支部

H19.12.28変更届出
Eメール　fujita@kih.biglobe.ne.jp

登録番号479
梶　田　憲　義　みやこ北支部

H20.１.１変更
〒606-0955
京都市左京区松ヶ崎雲路町17番地
１
日建ビル２階
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ご　結　婚
おめでとうございます

・中丹支部　岩鼻良久会員が11月24日結婚
されました。

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
・城南支部吉田忠芳会員が８月15日逝去されました。
・丹後支部松井一会員のご息女寧子様の告別式が12月１日営まれました。

新入会員紹介

Ｈ19.９.３入会
みやこ北支部
上茶谷　拓　平
登録番号　784号

Ｈ19.９.３入会
城南支部
秋　田　朋　德
登録番号　785号

Ｈ19.９.10入会
伏見支部
築　山　正　人
登録番号　786号

Ｈ19.10.10入会
嵯峨支部
小　森　　　彰
登録番号　787号

H19.12.３入会
嵯峨支部
酒　井　規　宏
登録番号　788号

Ｈ20.１.10入会
みやこ北支部
西　川　亜　紀
登録番号　789号

Ｈ20.１10入会
丹後支部
小　牧　　　弘
登録番号　790号

訃　　報
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会　議　報　告

第２回地域慣習調査委員会
　日時　平成19年７月11日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．25－２ＰＴの纏めの件について
　　　　２．２次調査の件（府立資料館）

ホームページ運営委員会
　日時　平成19年７月17日（火）
　場所　調査士会館
　議題　１．ホームページ更新・維持業務に関する

契約の件
　　　　２．本年度予算について
　　　　３．原稿からＵＰまでのフローについて
　　　　４．会員制掲示板設置について
　　　　５．ストリーミングビデオ配信システムに

ついての説明
　　　　６．バナー広告について

業務部会
　日時　平成19年７月18日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．93条調査報告書について
　　　　３．ＡＤＲについて
　　　　４．筆界特定制度について
　　　　５．規則77条街区基準点について
　　　　６．改正調査測量実施要領について

第３回表示登記研究会
　日時　平成19年７月18日（水）
　場所　法務局
　議題　１．報告事項
　　　　２．地図の整備事業（14-1地図作成作業）

の推進について
　　　　３．筆界調査委員の任期満了後の措置

広報部会
　日時　平成19年７月18日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．無料登記相談員
　　　　２．会報第141号、会館建設記念号につい

て
　　　　３．大広京都より
　　　　４．19年度事業について
　　　　５．ネームプレート改修（本局）
　　　　６．その他

研修部会
　日時　平成19年７月24日（火）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．研修に関するアンケートについて
　　　　３．研修会実施資料等の作成について
　　　　４．新入会員研修について

総務部会
　日時　平成19年７月25日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．上半期事業計画実施にあたっての具体

的な協議
　　　　３．その他

京都境界問題解決支援センター運営委員会
　日時　平成19年７月26日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．調査士が行う補佐人業務推奨の為のセ

ンター啓蒙活動について
　　　　３．ＡＤＲ法認証手続の為の規則・規定・

マニュアル等の見直しについて
　　　　４．各期日毎の事務局からの連絡（申立
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人、相談者、相手方等）について
　　　　５．調停予約事件の予備協議について
　　　　６．センター事務補助員（調停期日等の調

整役）の人選について
　　　　７．その他

研究部会
　日時　平成19年８月１日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．在宅研究応募の件
　　　　２．25－２の纏めの作業協力について
　　　　３．その他

第３回地域慣習調査委員会
　日時　平成19年８月１日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．京都府立総合資料館の報告事項と併せ

て報告
　　　　２．25－２ＰＴ報告書の分担作業

第４回常任理事会
　日時　平成19年８月８日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．平成19年、20年度役員に関連して業務

分掌規則第３条（選任）への対応処理
について

　　　　３．第58回自由業団体懇話会への出席者に
ついて

　　　　４．筆界特定室からの要望について
　　　　５．77条街区基準点について
　　　　６．館内ネットワーク環境について
　　　　７．理事（常任）会情報、ファイル交換に

ついて
　　　　８．事務職員増員等について
　　　　９．その他

財務部会
　日時　平成19年８月22日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告
　　　　２．近ブロゴルフ大会について

　　　　３．親睦旅行について
　　　　４．その他

総務部会
　日時　平成19年８月22日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．会館建設実行委員会規則の検討結果に

ついて
　　　　３．会館管理及び使用規程の検討結果につ

いて
　　　　４．事務局職員増員の検討
　　　　５．その他

京都境界問題解決支援センター運営委員会
　日時　平成19年８月23日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．運営委員の配置について
　　　　３．測量実施員の選任について
　　　　４．研修会の開催

研修部会
　日時　平成19年８月29日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．アンケート結果をもとに研修内容を検

討
　　　　３．愛媛大学和田直人教授の研修について
　　　　４．日調連主催ＡＤＲ特別研修の協力員に

ついて
　　　　５．研修資料作成について

研究部会
　日時　平成19年９月５日（水）
　場所　調査会館
　議題　１．在宅研究の個別募集について
　　　　２．地域慣習委員会の継続作業参加

第４回地域慣習調査委員会
　日時　平成１９年９月５日（水）
　場所　調査士会館
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　議題　１．報告事項
　　　　２．京都府用地課からの官有地籍図公開に

ついての周知の方法を協議
　　　　３．亀岡市への報告書提出の件
　　　　４．支部長会議への地域慣習委員会からの

研修提案ができないか協議

第５回常任理事会
　日時　平成19年９月12日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．オンライン申請の普及のための会員講

習会開催について
　　　　２．その他

広報部会
　日時　平成19年９月19日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告
　　　　２．無料登記相談員について
　　　　３．相談会の相談員の決定
　　　　４．会報・会館建設記念号について
　　　　５．会報担当者の決定
　　　　６．オンライン申請の会員講習会について

第４回表示登記研究会
　日時　平成19年９月20日（木）
　場所　京都地方法務局
　議題　１．報告事項・要望事項
　　　　２．街区基準点測量成果の送付状況及びそ

の取り扱い等について
　　　　３．地図の整備事業（１４－１地図作成作

業）の推進について
　　　　４．筆界特定事件状況報告等について
　
業務部会
　日時　平成19年９月20日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項について
　　　　２．77条街区基準点について
　　　　３．９月28日の支部長会議の件
　　　　４．その他
　　　　５．ＡＤＲ証認について

総務部会
　日時　平成19年９月26日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．会館建設実行委員会規則（継続案件）
　　　　３．事務局職員増員の検討（継続案件）
　　　　４．その他

研修部会
　日時　平成19年９月27日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．次回（10月21日・22日）研修会につい

て
　　　　３．ＤＶＤライブラリーについて（平成17

年度・18年度）
　　　　４．法学研修（宮本弁護士）の日程
　　　　５．中丹支部から筆界特定制度の講演依頼
　　　　６．10月２日無料登記相談員について
　　　　７．新入会員研修会について

ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成19年９月27日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．相談時（事前・有料）調停を伴わない

測量実施員の紹介方法について
　　　　３．ＡＤＲ法認証手続の為の規則・規定・

マニュアル等の見直しについて
　　　　４．３号調停（２号改め）の調停終了につ

いて
　　　　５．センター構成員（相談員・調停員）の

面接について

支部長会議
　日時　平成19年９月28日（金）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　
表紙制度実行委員会
　日時　平成19年９月28日（金）
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　場所　調査士会館
　議題　１．来年の表紙について印刷枚数、デザイ

ン、サイズの検討

研究部会
　日時　平成19年10月３日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．在宅研究の支部長募集について
　　　　３．研究部としの在宅研究対応について
　　　　４．その他

地域慣習調査委員会
　日時　平成19年10月３日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．支部長会議においての地域慣習研修啓

蒙について
　　　　２．園部支部研修のための地域慣習研修用

CDの作成について
　　　　３．鑑定委員会との合同研修会について
　　　　４．その他

第６回常任理事会
　日時　平成19年10月10日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．平成19年度上半期事業報告の件
　　　　２．平成19年度下半期事業執行の件
　　　　３．『オンライン申請促進ＰＴ』 委員の

数と委員の選任について
　　　　４．日調連会則及び議事運営規則について

の京都会意見について
　　　　５．倫理規範の草案について京都会会員へ

の意見募集について
　　　　６．会館建設実行委員会規則、会館管理及

び使用規程の総務部検討結果について
　　　　７．事務局職員増員の件について
　　　　８．平成20年１月に行うレビン先生の研修

会（有料）会館使用について
　　　　９．上記研修会へ事務局井上さんの参加の

件
　　　　10．センターの認証取得の件
　　　　11．調査士紹介制度の件（運営委員会から

の要請）
　　　　12．法務局から依頼があった「測量講習

会」について
　　　　13．日本補償コンサルタント協会からの研

修講師推薦について
　　　　14．市・府民を対象として土地家屋調査士

の業務についてのアンケート実施につ
いて

　　　　15．その他

広報部会
　日時　平成19年10月15日（月）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告
　　　　２．無料登記相談員の確認
　　　　３．相談会の相談員の決定
　　　　４．会報・会館建設記念号について
　　　　５．１４２号会報
　　　　６．オンライン申請促進のための会員講習

会について
　　　　７．市・府民対象の業務アンケート調査
　　　　８．相談者への会員紹介システム
　　　　９．その他

業務部会
　日時　平成19年10月17日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．街区基準点について
　　　　３．筆界特定について
　　　　４．業務研修会について

研修部会
　日時　平成19年10月24日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．次回法学研修について
　　　　２．平成20年１月に実施されるレビン小林

先生の有料研修会について
　　　　３．新入会員研修会について
　　　　４．ビデオライブラリーについて
　　　　５．研修会実施資料等の作成について
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　　　　６．その他

財務部会
　日時　平成19年10月24日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．親睦旅行について
　　　　３．その他

第５回理事会
　日時　平成19年10月26日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．平成19年上半期事業報告の件
　　　　３．平成19年度下半期事業執行の件
　　　　４．京都境界問題解決支援センター認証取

得の件
　　　　５．その他

研究部会
　日時　平成19年11月７日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．在宅研究の追加要請についての状況報

告
　　　　３．25条２項の資料の研究分析について

地域慣習調査委員会
　日時　平成19年11月７日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．地域慣習調査委員会の25－２のＤＶＤ

配付について
　　　　３．境界鑑定委員会との合同研修会の開催

日について
　　　　４．その他

第７回常任理事会
　日時　平成19年11月14日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．事務局職員増員について
　　　　２．ＤＶＤレコーダー購入の件

　　　　３．オンライン申請促進のための研修等に
利用する機材等について

　　　　４．「京都境界問題解決支援センター」認
証に向けて

　　　　５．その他　

第５回表示登記研究会
　日時　平成19年11月15日（木）
　場所　京都地方法務局会議室
　議題　１．報告事項・要望事項
　　　　２．街区基準点について
　　　　３．研修会（街区基準点の円滑な運用へ向

けて）の開催について
　　　　４．オンライン申請について
　　　　５．筆界特定調査委員について
　　　　６．地図の整備事業（14-1地図作成作業）

について

境界鑑定委員会
　日時　平成19年11月15日
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．３月に開催する京都地裁判事講演会開

催について
　　　　３．３月15日開催予定の和歌山大学島津教

授講演会について

業務部会
　日時　平成19年11月15日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．街区基準点について
　　　　３．業務研修会について
　　　　４．事務取扱基準のＱ＆Ａについて　 

広報部会
　日時　平成19年11月21日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告
　　　　２．無料登記相談員の確認
　　　　３．会館建設記念号について
　　　　４．次号142号会報について　　　
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　　　　５．オンライン申請促進のための会員講習
会について
　　　　６．市・府民対象の業務アンケート調査に
ついて
　　　　７．城南支部への看板地代の補助について
　　　　８．相談者への会員紹介システムについて
　　　　９．京都市の納税用通知封筒への広告掲載

ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成１９年１１月２２日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．月次センター事務報告 
　　　　２．渉外報告
　　　　３．その他
　　　　４．法務局筆界特定室との具体的な連携方
法について
　　　　
研修部会
　日時　平成１９年１１月２８日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．12/8開催の法学研修について
　　　　３．ＤＶＤレコーダー購入の件
　　　　４．ビデオライブラリーのホームページ掲
載の件
　　　　５．その他

第７回地域慣習調査委員会
　日時　平成１９年１２月５日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．境界鑑定委員会との合同研修会につい
て（継続協議）
　　　　２．地域慣習データを配付するに際しての
誓約書案について（継続協議）
　　　　３．みやこ北・みやこ南支部合同研修会参
加について

第７回研究部会
　日時　平成１９年１２月５日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．在宅研究の中間報告要請について

　　　　３．島津俊之准教授の講演会協力の件
　　　　４．その他

第６回理事会
　日時　平成19年12月14日（金）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．事務局職員増員の件
　　　　３．その他

第８回常任理事会
　日時　平成19年12月14日（金）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．同志社大学寄付講座について
　　　　３．その他

ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成19年12月20日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．リーフレット追加印刷に伴う内容確認

について
　　　　３．センターで行う研修計画について
　　　　４．その他
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　昨年の政治経済はというとKY（空気読めな
い）。原油がどんどん上がり、様々なところで物価
が値上げ。年金の増額や定率減税の廃止、税源移譲
などと言って住民税を上げる大幅な増税、建築基準
法の改正、景観法により不動産の停滞、１円携帯の
廃止・・・数え切れないほどの負担を我々に強いて
いるばかりで、一向に良くなったと感じないのは私
だけではないだろう。政局も不安定だし、この国は
一体どこへ向かって走り始めているのだろうか？国
があって国民があるのか、国民があって国があるの
か。昨年は前者、今年は後者であって欲しい。そろ
そろ私達の生活も明るい未来が見えるような方向へ
進まないものだろうか。
　一方昨年の夏は猛暑となり、そのまま10月まで続
き、秋をほとんど感じぬまま冬を迎えてしまった。
そして冬かと思えば11月終わりに各地で大雪が降
り、本当によく分からない気候。季節もKY。しか
し冬山に登ってスノーボードを楽しむ私にとっては
大歓迎であります。昨シーズンは雪が少なく十分に
楽しむことが出来なかったが、今シーズンは既に満
喫。ふかふかの新雪の中をただ一人で滑り降り、粉
雪を全身に浴びる感覚はなんとも言えぬ気持ちよ
さ。大自然を独り占めできる時間です。しかしこの
すばらしき時間もわずかなことで大惨事になりえる
のです。それは雪崩。私は雪崩にあわないためにど
うすればよいか、万が一自分が雪崩にあった場合ど
うすべきか、一方で仲間が雪崩にあったらどう救出
し、どう救急措置をとるべきかなどを勉強し山に
入っている。勉強すればするほど雪崩の怖さを知
り、山に入ることを躊躇させるが、それでも冬山に
入りスノーボードを楽しむ自分がいることに矛盾を
感じざるを得ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　齋藤　大輔

編　集　後　記
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共済会各種保険取扱

○

○

○

職 業 賠 償 責 任 保 険
会員または補助者が業務遂行にあたり法律上の賠償背金を
負い、損害賠償金を支払わなければならないときに役立ち
ます。

測 量 機 器 総 合 保 険
会員が所有し管理する測量機器について業務使用中、携行
中、保管中等の偶然の事故を補償します。

団 体 扱 自 動 車 保 険
会員皆様の自動車はもとより補助者の方のマイカーも加入
できます。
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